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1.リモートディテーリングプラットフォーム「IQVIA Remote Detailing」操作画⾯ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.IQVIA Campus：個と組織が共に成⻑する学びの場 
多様な専⾨性を体系化して育成・実践・ナレッジ化を連動し、次世代⼈材の育成を加速 

 



お問い合わせ先 IQVIA ジャパングループ 広報 03-6894-5420 JP.coms@iqvia.com 

3.リモートディテーリングに関する IQVIA グローバル調査レポート 
「THE POWER OF REMOTE PERSONAL INTERACITONS」 
⽇本に先⾏してリモートディテーリングが導⼊・活⽤されている欧⽶では、リモートディテーリングに対する医
療者の肯定的な評価やニーズが明らかとなっています（2018 年） 
 調査概要 

‐ リモートコミュニケーションに関するプライマリケア医、専⾨医、看護師 101 名を対象とした調査
（2017 年実施） 

‐ リモートディテーリングのメリットとして「予定変更が簡便」、「予定に組み込みやすい」、「対⾯よ
り効率的」、「オンラインで情報⼊⼿できる」について 70%以上が評価 

‐ 医師の 79%が「処⽅増加に影響があった」、専⾨医では 73%が「処⽅増に⼤いに影響があった」と回答 
‐ 約 4 分の 3 がリモートによるアプローチはプロモーション・コンタクトの未来であると感じており、医

師の半数以上、看護師の 83%が「対⾯とオンラインの両⽅の選択肢があること」を希望 
 

 リモートディテーリングのメリット 
「予定変更が簡便」、「予定に組み⼊れやすい」、「対⾯より効率的」、「オンラインで情報⼊⼿できる」
について 70%以上が評価 

 
 リモートディテーリングに対する満⾜度 
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すべての項⽬の満⾜度が 7 割超。担当者への質疑応答（51%）、視覚的に提供を受けられる（47%）、実施
場所の柔軟性（46%）で⾮常に満⾜度が⾼い 

 

 

 リモートディテーリングによる処⽅への影響 
全体の約 8 割が「処⽅が増加」、 専⾨医の 73%が「処⽅が⼤きく増加」と回答(「やや増加」を加えると 9
割超） 

 
 

レポートの全⽂「THE POWER OF REMOTE PERSONAL INTERACITONS」はこちらから無料でダウンロードい
ただけます。 

https://www.iqvia.com/ja-jp/library/white-papers/the-power-of-remote-personal-interactions 

 


